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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
、
経
済
や
生
活
な
ど
の
様
々
な
分
野

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
、

観
光
業
や
飲
食
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
商
工
業
者

の
皆
様
や
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
な
ど
に
対
し
、

様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
国
の
経
済
対
策
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
町
内
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
接
種
を
開
始
し
、
希
望

さ
れ
る
方
が
速
や
か
に
接
種
で
き
る
体
制
を
整
え

る
考
え
で
す
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
明
る
い
話
題
も
あ
り

ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
地
元
横
田
高
校
出

身
選
手
６
名
が
、
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
と
し

て
活
躍
し
、
大
変
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

高
校
生
や
中
学
生
な
ど
も
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
活
躍
を
し
て
お
り
、
こ
の
中
か
ら
更
な
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

そ
し
て
、
11
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第
23

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の

国
際
総
合
部
門
に
お
い
て
、
奥
出
雲
仁
多
米
株
式

会
社
の
「
お
い
し
い
仁
多
米
を
つ
く
る
会
」
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
が
５
年
連
続
11
回
目
の
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
仁
多
米
が
品
質
の
高
い
良
質
米
で
あ
る

こ
と
を
、
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
７
、
８
月
の
豪
雨
で
は
、
町
内
で

も
数
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
で
は
、

住
宅
な
ど
に
堆
積
し
た
土
砂
や
倒
木
の
除
去
に
つ

い
て
、
独
自
の
支
援
金
を
創
設
し
、
ご
活
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
防
災
力
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
被
災
時
の
災
害
復
旧
に
取
り

組
み
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
畜
産
振
興
に
つ
い
て
で
す
。

今
年
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
７
月
の
最
終
選
抜
会
に
向

け
、
候
補
牛
の
地
域
内
保
留
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
島
根
和
牛
の
主
産
地
と
し
て
、
質
の
高
い

奥
出
雲
和
牛
の
持
続
的
な
生
産
体
制
の
確
立
と
生

産
農
家
の
支
援
を
図
っ
て
き
ま
す
。

次
に
、
Ｊ
Ｒ
木
次
線
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
奥
出
雲
お
ろ

ち
号
が
、
令
和
５
年
で
運
行
終
了
す
る
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
島
根
県
や
沿
線
自
治
体
な

ど
が
参
加
す
る
「
木
次
線
観
光
列
車
運
行
検
討

会
」
で
、
「
お
ろ
ち
号
」
に
代
わ
る
新
た
な
観
光

列
車
の
整
備
を
中
心
に
議
論
し
ま
す
。

次
に
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

住
民
主
体
の
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
で
は
、

地
域
防
災
活
動
を
は
じ
め
、
買
い
物
や
サ
ロ
ン
の

開
催
な
ど
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
住
民
主
体
の
活
動
を
支
援
し
、
自

助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

今
年
も
、
奥
出
雲
町
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
の

英
知
を
結
集
さ
せ
、
「
つ
な
が
り
で
築
く
幸
せ
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
奥
出
雲
町
」
を
め
ざ
し

て
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
、
こ
の
町
に
愛
着

と
誇
り
が
持
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
一
層
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

みんなで人権について考えよう「人権標語・イラスト」優秀作品を表彰
人権意識の高揚と啓発を図るため、奥出雲町人権教育推進協

議会では毎年、人権標語と人権イラストを募集しています。
今年は、標語８６９点、イラスト３４点の応募があり、１２月４日、横

田コミュニティセンターで表彰式が行われました。各部門の最優
秀作品は右記のとおりです。
表彰式終了後には、身近な場面において、一人一人の違いを

尊重して仲良く生活するために必要なことについて考える研修会
を実施しました。

【標語の部】

飯塚　咲采さん（布勢小６年）
　『個性の花　
　　　　みんな集めて　花束に』

【イラストの部】
今年度は該当作品はありませんでした。

いいづか　　　さあや

令和３年度  おくいずも
子育て応援事業所を認定

町では仕事と子育ての両立を応援する事業所を「おくいずも
子育て応援事業所」として認定する制度を平成27年から実施し
ています。今年度は、横田蔵市が認定され、勝田町長から認定証
が手渡されました。
横田蔵市では、子育て世代が、学校行事などに参加するため、

休暇を取得しやすい職場づくりや職場全体で時間外労働の削
減に努められています。
また、小学生の社会科見学

や中学・高校生の職場体験
の受け入れ、一人暮らしの
高齢者向け健康教室への
場所提供など地域貢献活
動に積極的
に取り組ま
れ て い ま
す。

松﨑　幸二さん（八川）
松﨑さんは、平成９年から２期７年５ヶ月に亘り横

田町議会議員を、平成１７年から１期４年に亘り奥出
雲町議会議員を務められ、その間、横田町議会副議
長、産業建設常任委員会委員長などを歴任され、地
方自治の振興と住民福祉の向上に貢献されました。
また、平成の大合併と言われた市町村合併に際し

て、横田町議会市町
村合併調査研究特
別委員会委員、横
田町議会市町村合
併推進調査特別小
委員会委員として、
平成１７年３月の仁
多町との合併に尽
力されました。
これらをはじめと

する多数の功績によ
り、この度叙勲の栄
に浴されました。

高齢者叙勲　旭日単光章

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

奥
出
雲
町
長

　勝  

田  

康  

則
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〈功労分野〉農林水産　杠　隆夫さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（横田）

〈功労分野〉地方自治　村尾　明利さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（馬木）

平成17年から通算4期16
年に亘り、奥出雲町議会議員
を務められた村尾明利さんが
受賞されました。村尾さんは、
総務文教常任委員会委員長
や教育福祉常任委員会委員
長などを歴任され、地方自治
の発展に尽力されたことが評
価されました。　

平成3年から通算29年の永きに亘
り、島根県指導農業士を務められた
杠さんが受賞されました。杠さんは、ト
ルコギキョウ栽培を先進的に導入し、
三井野原の生産者に指導を行うなど
花卉栽培技術の向上に努められまし
た。また、新規就農者への栽培技術
の相談や農業機械の貸出を行うなど
の功績が評価されました。

令和３年度島根県各種功労者表彰
この賞は、各分野で県勢の発展に大きな貢献があった方を島根県知事が表彰するもので、本町から次の方が受賞

されました。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

QQ QQ QQ

　
12
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
、鳥
上
小
学
校
内
古

代
た
た
ら
体
験
学
習
工
房
で
、町
内
の
小
学
６
年
生

の
児
童
を
中
心
に
た
た
ら
体
験
学
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
学
習
は
、郷
土
を
理
解
す
る
上
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い「
た
た
ら
製
鉄
」に
つ
い
て
、

町
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
体
験
す
る
こ

と
、参
加
し
た
児
童
が
互
い
に
交
流
し
、思
い
や
考

え
を
伝
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
、日
刀
保
た
た
ら

の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、粘
土
を
用
い
た
炉
づ
く
り
の
ほ
か
、土

砂
か
ら
砂
鉄
を
選
別
す
る
鉄
穴
流
し
体
験
や
木
炭

を
切
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。２
日
目
は
、日
刀
保

た
た
ら
村
下
・
木
原
氏
の
指
導
の
も
と
、砂
鉄
と
木

炭
を
交
互
に
入
れ
る

作
業
や
ふ
い
ご
で
風

を
送
る
作
業
を
交
代

で
行
い
ま
し
た
。

　
作
業
を
終
え
炉
を

壊
す
と
、真
っ
赤
に
焼

け
た
鉧
が
児
童
の
前

に
現
れ
ま
し
た
。今
回

の
体
験
で
は
、砂
鉄
86

㎏
、木
炭
１
３
５
㎏
を

使
用
し
、33
㎏
の
鉧
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、

「
ふ
い
ご
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
協
力
し
て
で

き
て
よ
か
っ
た
」「
疲

れ
た
し
大
変
だ
っ
た

け
ど
達
成
感
が
あ
る

体
験
だ
っ
た
」と
満
足

そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に

「
お
く
い
ず
も
逃
走
中
！
〜

R
U
N
　
I
N
　
O
K
U
I

Z
U
M
O
〜
」が
、12
月
12
日

に
み
な
り
遊
園
地
で
開
催
さ

れ
、
２
２
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く

の
行
事
が
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
寂
し
い
思
い
を
し
て

い
る
小
学
生
を
元
気
づ
け
た

い
と
、
人
気
テ
レ
ビ
番
組
に

あ
や
か
り
奥
出
雲
町
商
工
会
青
年
部
が
計
画
し
ま
し
た
。

　
ル
ー
ル
は
、
ハ
ン
タ
ー
役
に
扮
し
た
男
子
ホ
ッ
ケ
ー

チ
ー
ム
セ
ル
リ
オ
島
根

の
選
手
か
ら
逃
げ
な
が

ら
、
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
、

30
分
間
、
捕
ま
ら
な

か
っ
た
人
が
成
功
者
と

し
て
、
賞
品
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
気
温
も

暖
か
く
、
小
学
生
の
弾

ん
だ
声
が
み
な
り
遊

園
地
内
に
響
い
て
い

ま
し
た
。

宮
川
隊
員
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
私
は
、
高
校
で
の
出
来
事
を
情
報
発
信
し
た
り
、
県
外
か

ら
の
生
徒
募
集
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、学
校
イ
ベ
ン
ト
や
生
徒
の
地
域
活
動
の
様
子

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
利
用
と
広

報
紙
「
稲
田
が
丘
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、県
外
か
ら
の
生
徒
募
集
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
県
外
か
ら
の
個
別
見
学
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

横
田
高
校
魅
力
化
推
進
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
生
徒

に
と
っ
て
、ど
の
よ
う
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
私
は
、
先
生
で
も
事
務
員
で
も
な
く
、
生
徒
を
評
価
す
る

立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、生
徒
に
と
っ
て
気
軽
に
話
せ

る
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
、廊
下
で
出
会
う
と
、よ

く
話
し
掛
け
ら
れ
た
り
、進
路
の
相
談
や
面
接
の
講
師
を
依

頼
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

利
用
や
広
報
紙
の
作
成
は
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
も
他
学
年
・
他
部
活
を
知
る

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
横
田
高
校
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、

1
月
か
ら
広
報
紙「
稲
田
が
丘
」を
回
覧

し
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日刀保たたら村下　木原氏（前列左から５番目）と鉧出しに参加した
小学生の皆さん

ハンターから逃走する小学生

ハンターの皆さん

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
横
田
高
校
魅
力
化
推
進
部
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
宮
川
直
暉

（
み
や
が
わ 

た
だ
き
）隊
員
で
す
。

横田高校
facebook

横田高校
ホームページ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
　現
場
を
訪
ね
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
　現
場
を
訪
ね
て

小
学
生
た
た
ら
体
験
学
習

小
学
生
た
た
ら
体
験
学
習

令
和
3
年

令
和
3
年

お
く
い
ず
も
逃
走
中
！

お
く
い
ず
も
逃
走
中
！

〜
R
U
N 

I
N

         

O
K
U
I
Z
U
M
O
〜
開
催

〜
R
U
N 

I
N

         

O
K
U
I
Z
U
M
O
〜
開
催

ラ
ン

　
　
　  

イ
ン

　
　
　
　 

ラ
ン

　
　
　  

イ
ン

　
　
　
　 

オ
ク
イ
ズ
モ

オ
ク
イ
ズ
モ

　7月23日から8月8日にかけて開催され
た東京2020オリンピックにホッケー女子
日本代表として出場した錦織えみ選手（コ
カ・コーラレッドスパークス所属／三成小・
仁多中・横田高出身）が、12月23日に役場仁
多庁舎を訪れ、勝田町長へ大会の報告をさ
れました。
東京2020オリンピックに出場した感想を
聞かせてください。
　コロナ禍で厳しい中、オリンピックを開
催してくれた主催者やボランティアの皆さ
んに感謝しています。試合では、皆さんの期
待に応えられませんでしたが、少しでも元
気を与えられていたら嬉しいです。
ホッケーをする後輩の皆さんにエールをお
願いします
　私自身、学生時代にいい環境で練習をさ
せてもらいました。応援してくれる人に感
謝をしつつ、楽しくホッケーをして欲しい
と思います。

東京2020オリンピック
ホッケー女子日本代表
錦織えみ選手　来庁

錦織えみ選手（右）からホッケー女子日本代表選手の
名前入りの皿をプレゼントされました

第53回全国高等学校選抜
ホッケー大会激励式

　第53回全国高等学校選抜ホッケー大会に出
場する横田高校男子ホッケー部の激励式が12
月15日に役場仁多庁舎で行われ、選手を代表
して、渡部純主将が出席されました。勝田町長
から「コロナ禍で満足のいく練習ができず、苦
労されたと思います。今年最後となる本大会
で頂点を目指して頑張ってください。」と激励
の言葉が送られました。

　大会は、12月23日から27日にかけて岐阜県で
開催され、各地区予選を勝ち抜いた24チームが
全国から出場しました。
　初戦は、福井県の丹生高校と対戦しました。同
校は、８月のインターハイで天候不良を受け、横
田高校と共に二校優勝した高校です。
　両校とも果敢に攻撃を仕掛けるも、0対0点の
末、SO戦へ突入しました。SO戦の結果、3対2で
横田高校は惜しくも初戦敗退となりました。

～大会に向けて抱負を語っていただきました～

渡部純主将

このチームの集大
成となります。夏
のインターハイに
続き、優勝を目指
して全力でプレー
します。

　
仁
多
・
横
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
横

田
高
校
寮
生
36
名
に
「
奥
出
雲
和
牛
肉
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。贈
呈
式
に
は
、
仁
多
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
宇
田
川
和
義
さ
ん
と
金
倉
弘
美

さ
ん
を
は
じ
め
、横
田
高
校
関
係
者
ら
６
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
和
牛
肉
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、地
元
に
帰
省
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
寮
生
が
、奥
出
雲
町
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
い
う
思
い
を
込
め
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
寮
生
代
表
で
あ
る
佐
竹
咲
良
さ
ん
（
茨
城
県

出
身
）は
、「
帰
省
が
で
き
な
い
中
、寮
で
皆
と
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。初
め
て
食
べ
る
子
も

多
い
の
で
、感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
嬉
し

そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
有
志
か
ら
１
ト
ン
を
超
え
る

仁
多
米
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。深
田
校
長
先
生

は
、「
町
内
の
皆
様
か
ら
様
々
な
も
の
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、と
て
も
助
か
り
ま
す
。」と
感
謝
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（左から）
横田高校の深田校長、佐竹さん、宇田川和義さん、
金倉弘美さん

を贈り激励!
奥出雲和牛肉



①  障害者控除認定書
◇申請に必要なもの
　●手続きに来られる方の本人確認書類　　●該当の方の介護保険被保険者証（写しでも可）
　●印鑑　　●医師意見書（介護保険の認定を受けていない方のみ）

②  おむつ代医療費控除証明書
概ね6ヵ月以上寝たきりで、おむつが必要と認められる方は、医療費控除におむつ代を含める事ができます。
◇申請に必要なもの
　●該当の方の介護保険被保険者証（写しでも可）　　●印鑑
※初めて控除を受けられる方や介護保険の認定を受けていない方は医療機関へご相談ください。

③  申請場所・期間
　仁多庁舎健康福祉課又は横田庁舎税務課　令和4年3月15日（火）まで

「障害者控除認定書」「おむつ代医療費控除証明書」を発行します。
所得税（住民税）の確定申告で必要な方へ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【加入対象児童】 小学1年生から6年生
【申込書配布場所及び提出先】

各幼児園または結婚・子育て応援課
※現在、加入中のお子さんについては、各児童クラブから申込用紙をお渡しします。

◎詳しくは町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
＜お問い合わせ＞  奥出雲町教育委員会  結婚・子育て応援課  有線：20－4271  電話：52－2206　 

病児保育施設 “ほっとすてい”

令和4年度放課後児童クラブ
加入申込みのお知らせ

令和4年度 登録申込みのお知らせ
　お子さんが病気にかかっていたり、回復期にあって安静にする必要があることなどから幼児園や小
学校に通うことができず、保護者が仕事等のため家庭で保育ができない場合に利用できます。
病児保育施設を利用するには、毎年度登録申込みが必要です。
※利用時間・料金等は町のホームページを確認していただくか、結婚・子育て応援課へお問い合わせ下さい。
登録対象年齢：生後1年～小学校6年生まで　※令和4年度から「小学校6年生」までの利用が可能とな

ります。
申込受付期間：1月17日（月）～　随時受付
申請書等設置場所：ほっとすてい、各幼児園、仁多庁舎 町民課、
　　　　　　　　横田庁舎 結婚・子育て応援課
申請書等提出先：各幼児園、各小学校、仁多庁舎 町民課、
　　　　　　　　横田庁舎 結婚・子育て応援課

【お問い合わせ】奥出雲町教育委員会　結婚・子育て応援課
                    有線：20－4272　電話：52－2206　

小学校下校後、就労等により保護者が家庭にいない児童に遊びや生活の場を提供します。

申込受付期間 ： 令和4年１月１7日㈪ ～ 令和4年２月１0日㈭

【お問い合わせ】 健康福祉課  保険グループ  有線：31－5122  電話：54－2511

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
ご
案
内

子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
一
時
金
を
支
給
し
ま
す
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す

る
中
で
、子
ど
も
た
ち
を
力
強
く
支
援
し
、そ
の
未
来
を

拓
く
観
点
か
ら
、子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
取
組
の
一

つ
と
し
て
子
ど
も
１
人
当
た
り
10
万
円
の
給
付
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１
．対
象
児
童

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対
象
と
な
る
児

童
②
高
校
生
等（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

③
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
手
当
の

支
給
対
象
児
童（
新
生
児
）

２
．支
給
対
象
者

対
象
児
童
の
保
護
者
の
う
ち
、生
計
を
維
持
す
る
程
度

の
高
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、支
給
対
象
と
な
る
保
護
者
の
所
得
が
、児
童
手

当
制
度
上
の
所
得
制
限
限
度
額
以
上
と
な
る
場
合（
児

童
１
人
当
た
り
月
額
５
千
円
の
特
例
給
付
該
当
者
で
あ

る
場
合
）は
、本
給
付
金
の
支
給
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

３
．支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
10
万
円

４
．支
給
時
期

令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
を
奥
出
雲
町
で
受
給
し

て
い
る
方
に
は
、令
和
３
年
12
月
27
日
に
支
給
を
し
て

い
ま
す
。申
請
を
さ
れ
る
方
へ
の
支
給
は
、令
和
４
年
１

月
下
旬
以
降
順
次
行
い
ま
す
。 

入
金
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
．支
給
方
法

支
給
申
請
を
行
っ
た
保
護
者

※

申
請
書
で
指
定
し
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

６
．申
請
が
必
要
な
方

①
高
校
生
等（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）の
保
護
者

※

令
和
３
年
９
月
30
日
時
点
で
の
保
護
者
の
住
所
地
に

て
申
請

※

中
学
生
以
下
の
弟
妹
が
い
る
高
校
生
等
は
、令
和
３

年
12
月
27
日
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

②
所
属
庁
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
公
務
員

③
令
和
３
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童（
新
生
児
）の

保
護
者

７
．申
請
期
限

令
和
４
年
２
月
末
ま
で（
令
和
４
年
３
月
生
ま
れ
の
新

生
児
に
つ
い
て
は
、出
生
日
か
ら
15
日
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
）

※

申
請
書
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す
。

※

今
回
の
給
付
金
は
、可
能
な
限
り
迅
速
に
支
給
す
る

た
め
、

・中
学
生
以
下
は
、令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
受

給
者（
８
月
31
日
時
点
で
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
）

・高
校
生
等
は
、令
和
３
年
９
月
30
日
時
点
で
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方 

を
基
準
と
し
て
支
給
を
し
て
お
り
、離
婚
等
に
よ
り
、こ
の

基
準
の
前
後
で
養
育
者
が
異
な
る
場
合
、子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
使
途
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
受
給
者
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ・提
出
先
】

奥
出
雲
町
教
育
委
員
会
　
結
婚
・
子
育
て
応
援
課

有
線
：
２
０‐

４
２
７
１
　
電
話
：
５
２‐

２
２
０
６

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

　
　
臨
時
特
別
給
付
金
の
ご
案
内

　
こ
の
給
付
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、手
続
き

が
必
要
で
す
。（
詳
細
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

１
．支
給
対
象
と
な
る
世
帯

　 （
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
世
帯
）

①
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度「
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
」の
世
帯

※

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
の

み
の
世
帯
で
は
な
い
こ
と

②
令
和
３
年
１
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
収
入
が
減
少
し「
住
民
税
非

課
税
相
当
」の
収
入
と
な
っ
た
世
帯（
家
計
急

変
世
帯
） 

２
．支
給
額
　
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円

３
．申
請
方
法

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、「
確
認
書
」を
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、内
容
を
確
認
の
う
え

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

申
請
時
点
で
住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
へ

「
申
請
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。確
定

申
告
書
、源
泉
徴
収
票
等
の
他
、収
入
が
分
か

る
書
類
を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
．支
給
時
期

　
令
和
４
年
２
月
中
旬
か
ら
順
次
開
始
し
ま
す
。

５
．申
請
期
限
　
令
和
４
年
９
月
末
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ・提
出
先
】 

奥
出
雲
町
福
祉
事
務
所

有
線：３
１‐

５
３
７
３・ま
た
は
３
１‐

５
３
７
４

電
話：５
４‐

２
５
４
１ 

広報 奥出雲7 広報 奥出雲 6

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ



広報 奥出雲 8広報 奥出雲9

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　当
院
で
は
平
成
12
年
の
介
護
保
険
制
度
開

始
時
か
ら
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
所
を
立
ち
上
げ
、「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
が
利
用
者
の

ご
自
宅
に
訪
問
し
て
、
心
身
機
能
の
維
持
・

回
復
、
日
常
生
活
動
作
の
向
上
な
ど
を
目
標

に
、
運
動
、
環
境
調
整
、
介
助
方
法
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
利
用
者

の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
、
安
心
し
て
在
宅
生
活

を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
は「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

町
立
奥
出
雲
病
院
コ
ー
ナ
ー

【
お
問
い
合
わ
せ
】

町
立
奥
出
雲
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科
　

電
話
：（
直
通
）0
8
5
4
–
5
4
–
2
7
8
5

担
当
：
妹
尾
　
篤
、陶
山
　
敏
夫

作業療法士 妹尾　篤  理学療法士 陶山敏夫

訪
問
で
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

・
身
体
の
痛
み
の
軽
減
や
筋
力
強
化

・
日
常
生
活
動
作
や
歩
行
動
作
な
ど
の
確

認
・
練
習

・
身
体
状
況
に
応
じ
た
生
活
環
境
の
調
整
、

福
祉
用
具
の
提
案

・
住
宅
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
介
助
者
の
方
へ
の
介
助
方
法
の
説
明
・
指

導　訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
い

た
だ
く
場
合
は
、
当
院
医
師
の
診
察
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　ご
希
望
の
方
は

「
か
か
り
つ
け
医
」、

ま
た
は
担
当
さ
れ
て

い
る
「
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
な
ど
に
ご

相
談
下
さ
い
。

　数学が身近なところでどのように役立って
いるのかを知り、学習意欲を高める学習会を
12月10日に実施しました。当日は株式会社サ
ンエイト様にお世話になり、1年生が高尾の建
設現場を訪問しました。道路工事で山を削っ
たときの法面測量を見学した後、学校に戻
り、測量結果をもとに面積を求めることに取
り組みました。グループごとに余弦定理など
の習った数式を使って、ある程度近い値を求
めることができました。公共事業ではより正
確な数値を求めなければならないことや、コンピュータでの計算の仕組みを理解しておくことが大切
だということを教えていただきました。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室
　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室
　
☎
５
２‐

０
９
４
９

篠
田 

節
子 

著

新
川 

帆
立 

著

杉
谷 

範
子 

著

鈴
木 

慶
太 

監
修

小
学
館 

編

手
塚 

信
貴 

監
修

高
畠 

那
生 

作

辻
村 

深
月 

著

畠
中 

恵 

著

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ 

著

昭
文
社 

編

え
ん
み 

さ
き
こ 

さ
く

工
藤 

ノ
リ
コ 

著

矢
野 

ア
ケ
ミ 

作

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

2
月
の
休
室
日

日
曜
日
、祝
日

　なぜ語らないのか。なぜ俯いて歩くの
か。なぜいつも独りなのか。そしてなぜ
嫌われるのか―。中日ドラゴンズを日本
一に導いた異端の将の8年間の闘いを描き
きった、「週刊文春」で大反響の傑作ノン
フィクション…運命を変えられた12人の
男たちの目を通して綴られる、落合博満
の実像と中日ドラゴンズ変貌の記録。

（出版社紹介より記載）

「嫌われた監督」

月
曜
日
、祝
日
、

　
月
末
休
室（
25
日
）

2
月
の
休
室
日

「
失
わ
れ
た
岬
」

「
倒
産
続
き
の
彼
女
」

「
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
空
き
家
対
策
」

「
発
達
障
害
の
子
の
た
め
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

「
キ
ッ
ズ
ペ
デ
ィ
ア
世
界
遺
産
」

「
5
分
で
わ
か
る
安
心
ネ
ッ
ト
術
」

「
う
し
と
ざ
ん
」

「
闇
祓
」

「
御
坊
日
々
」

「
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、

　
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
　
2
」

「
島
根
の
ト
リ
セ
ツ
」

「
だ
い
じ
だ
い
じ
ど
ー
こ
だ
？
」

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ラ
ー
メ
ン
や
さ
ん
」

「
ぐ
る
ぐ
る
ジ
ュ
ー
ス
」

　
一
年
の
計
画
は
、
一
年
の
初
め

の
元
旦
に
立
て
る
べ
き
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
家
電
製
品
の
更
新
を
、
年
の
初

め
に
計
画
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
省
エ
ネ
家
電
に
更
新
す
る

こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
繋

が
る
だ
け
で
な
く
、
電
気
代
の
節

約
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
を
購
入
し
た
り
建
て

る
こ
と
は
、
一
生
の
計
画
に
な
り

ま
す
。
断
熱
、
機
密
、
防
露
、
夏

の
日
射
遮
蔽
、
換
気
が
優
れ
た
省

エ
ネ
住
宅
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

の
控
除
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
環
境
に
も
家
計

に
も
優
し
い
買
い

物
を
心
が
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
1
月
１
日
付
け
で
、
秋
山

佳
子
先
生
（
外
科
医
長
）
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。

地球温暖化防止対策地域協議会・エコナイト
  （奥出雲町在住しまねエコライフサポーターの会）

環
境
に
も
お
財
布
に
も
や
さ
し
い

生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！！

「
一
年
の
計
は

　
　元
旦
に
あ
り
」

奥
出
雲
病
院
医
師

着
任
の
あ
い
さ
つ

外科医長　秋山佳子先生

　
こ
れ
ま
で
島
根
大
学
医

学
部
附
属
病
院
　
消
化

器
・
総
合
外
科
で
乳
腺
疾

患
全
般
を
対
象
と
し
た
診

療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

奥
出
雲
病
院
で
は
、
外
科

全
般
の
診
療
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

数学の地域学習を行いました
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今
回
の
振
替
は
次
の
通
り
で
す
。

○
町
県
民
税（
第
４
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
７
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

○
情
報
通
信
使
用
料

○
上
水
道
使
用
料

○
下
水
道
使
用
料

○
保
育
料

○
住
宅
使
用
料

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

○
住
宅
共
益
費

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

24日（木）

10日（木）

★★乳児健診★★　　　                                                    （問）健康福祉課54－2781
7・8か月児健診
10・11か月児健診
1歳6か月児健診

令和3年6月・7月生
令和3年3月・4月生
令和2年6月・7月生

13：30～13：45
13：00～13：15
13：00～13：15

奥出雲健康センター

役場仁多庁舎

役場横田庁舎

★★その他の相談★★

出張年金相談
4日（金）

18日（金）

10：00～15：30
    （予約制）

（予約先）
　松江年金事務所
　0852-23-9540

（問）奥出雲多根自然博物館54-0003★★イベント★★
素読論語「仁多志学塾」 奥出雲多根自然博物館9日（水）

★★健康に関する相談★★
こころの健康相談日
歯と口の健康相談室
健康・栄養相談日

もの忘れ相談会

こころの健康＆もの忘れ相談
アルコールによる困りごと相談
思春期・青年期こころの相談
　～精神科医による～

7日（月）
17日（木）
14日（月）

15日（火）

8日（火）
21日（月）

16日（水）

14：00～15：00（予約制）
10：00～12：00（予約制）
10：00～12：00（予約制）

  8：30～16：30

13：00～15：00（予約制）
13：00～15：00（予約制）

13：00～15：00（予約制）

役場
仁多庁舎

雲南
保健所

（問）健康福祉課
　　54-2781

（問）地域包括支援センター
　　54-2512

（問）雲南保健所
　　42-9642

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

税
金・使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

　1
月
分
の
口
座
振
替
は

　
　1
月
31
日（
月
）で
す
。

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　き
、今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た
だ

　き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
使
用
人
数
の
変
更（
転
入
・
転
出
・

出
生
・
死
亡
）が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や

か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出
を
し
て
下

さ
い
。使
用
人
数
に
よ
っ
て
使
用
料
金

が
変
わ
り
ま
す
。

表
紙
写
真
は
、家
本
啓
佑
さ
ん
に

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
業・合
併
）

に
つい
て

カルチャープラザ仁多
横田コミュニティセンター

カルチャープラザ仁多

（問）結婚・子育て応援課
　　52-2206

★★結婚・子育てに関する相談★★    　　　　　　　　　　　　　
結婚・子育て
コンシェルジュ相談所

結婚相談所「はぴこ」

20日（日）
22日（火）
13日（日）
16日（水）

10：00～15：00

10：00～15：00
16：00～19：00

役場仁多庁舎
横田コミセン

★★所得税確定申告及び町県民税申告相談★★
　　　　　　　　　　　　　　　（問）税務課52－2671

2月16日（水）～3月15日（火）

役場横田庁舎

★★農業所得の事前相談★★ （問）税務課52－2671
2月1日（火）～4日（金） 9:00～16:30

みんなの掲示板みんなの掲示板

2月の
行事予定

「
地
域
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
発
表
会

Ｒ
４
」〜
今
ま
で
思
い
つ
か
な
か
っ

た
プ
ラ
ン
が
湧
い
て
く
る
。ビ
ッ
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
！！
〜

　
今
年
も「
地
域
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
発

表
会
Ｒ
４
」を
開
催
し
ま
す
。小
さ
な
拠

点
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い

る
各
地
区
の
実
践
活
動
報
告
と
成
果
、

来
期
以
降
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
な
ど
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。後
半
に
は
、

み
ん
な
で
今
ま
で
思
い
つ
か
な
か
っ
た
ビ
ッ

ク
リ
す
る「
か
か
わ
り
プ
ラ
ン
」を
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン（
創
造
）し
ま
す
。み
ん
な
で
奥

出
雲
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
！！

♦
日
時
　
2
月
6
日（
日
）

　
　
　
　
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

♦
場
所

　
役
場
仁
多
庁
舎
　
4
階
大
会
議
室

♦
お
問
い
合
わ
せ
　
地
域
づ
く
り
推
進
課

有
線
３
１-

５
２
６
２

☎
５
４-

２
５
２
４

（
第
1
回
）自
衛
隊
幹
部
候
補
生

（
一
般
）（
男
女
）募
集

♦
応
募
期
間
　
3
月
1
日（
火
）〜
4
月

14
日（
木
）

♦
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、令

和
5
年
4
月
1
日
現
在
、22
歳
以
上

26
歳
未
満
の
者（
20
歳
以
上
22
歳
未

満
の
者
は
大
卒（
見
込
含
む
））、修
士

課
程
修
了
者
等（
見
込
含
む
）は
28
歳

未
満
の
者

♦
試
験
期
日
　（
1
次
）4
月
23
日

（
土
）・24
日（
日
）※
24
日（
日
）は
、飛

行
要
員
希
望
者
の
み

♦
試
験
会
場
　（
1
次
）受
付
時

（
第
1
回
）自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

（
男
女
）募
集

♦
応
募
期
間
　
3
月
1
日（
火
）〜
5
月

10
日（
火
）

♦
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、採

用
予
定
月
の
1
日
現
在
、18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

♦
試
験
期
日
　（
1
次
）5
月
20
日（
金
）

〜
29
日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
1
日

♦
試
験
会
場
　（
1
次
）受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

♦
試
験
種
目
　（
1
次
）筆
記
試
験
及
び

適
性
検
査

自
衛
隊
技
術
海
上
幹
部・航
空
幹
部

（
男
女
）募
集

♦
応
募
期
間
　
3
月
1
日（
火
）〜
5
月

20
日（
金
）

♦
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学

を
除
く
。）に
お
い
て
、次
の
部
門（
海

上
自
衛
隊（
艦
船・航
空
機・武
器
、情

報
通
信
、安
全
保
障
、語
学
、技
術
情

報
分
析
、心
理
、施
設
）、航
空
自
衛
隊

（
気
象
、情
報
通
信
、法
務
、安
全
保

障
、研
究
開
発
、衛
生（
看
護・心
理
））

を
専
攻
し
、令
和
4
年
4
月
1
日
現

在
、大
学
卒
業
後
の
必
要
な
経
過
年

数
を
有
す
る
者
。経
過
年
数
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。※
部
門
は
、昨
年

度
参
考

♦
試
験
期
日
　
6
月
20
日（
月
）

♦
試
験
会
場
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

♦
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
、口
述
試
験

及
び
身
体
検
査

自
衛
隊
技
術
海
曹・技
術
空
曹（
男

女
）募
集

♦
応
募
期
間
　
3
月
1
日（
火
）〜
5
月

20
日（
金
）

♦
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、令

和
4
年
4
月
1
日
現
在
、20
歳
以
上

で
、令
和
4
年
7
月
1
日
ま
で
に
資

格
・
免
許
等（
気
象
予
報
士
・
第
2
種

電
気
主
任
技
術
者
・
第
3
種
電
気
主

任
技
術
者
他
）を
有
す
る
者

　
※
資
格
・
免
許
等
は
、変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

♦
試
験
期
日
　
6
月
17
日（
金
）

♦
試
験
会
場
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

♦
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
、口
述
試
験
、

身
体
検
査
及
び
実
技
試
験
　
※
実
技

試
験
は
、一
部
の
資
格
の
み
。

自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技

能
）（
男
女
）募
集

♦
応
募
期
間
　
1
月
6
日（
木
）〜
4
月

8
日（
金
）

♦
応
募
資
格
　（
一
般
）日
本
国
籍
を
有

し
、18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者（
7
月

1
日
現
在
）

　（
技
能
）日
本
国
籍
を
有
し
、18
歳
以

上
で
、保
有
す
る
技
能
に
応
じ
、53
歳

か
ら
55
歳
未
満
の
者（
令
和
4
年
7

月
1
日
現
在
）そ
の
他
に
も
経
験
年
数

等
の
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

♦
試
験
期
日
　
4
月
11
日（
月
）〜
17
日

（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
1
日

♦
試
験
会
場
　（
一
般
）陸
上
自
衛
隊
出

雲
駐
屯
地

　（
技
能
）全
国
の
主
要
都
市
で
実
施
し

ま
す
。

♦
試
験
種
目
　（
共
通
）口
述
試
験
、適

性
検
査
、身
体
検
査

　（
一
般
）筆
記
試
験
、作
文

　（
技
能
）小
論
文

　
※
但
し
、試
験
期
日
、会
場
に
つ
い
て
、

追
加
・
変
更
・
中
止
等
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

♦
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２-

２
１-

０
０
１
５
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1

人　口 11,923人／男 5,776人／女 6,147人／世帯 4,750世帯  (1月1日現在）わたしたちの町わたしたちの町

　年頭のご挨拶……………………………………………………２
　令和３年小学生たたら体験学習 ………………………………４
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広報カメラ記録

　布勢地区有志が製作した約2.1メー
トルの大しめ縄が、昨年に引き続き、
出雲大社上総教会がある千葉県いす
み市のいすみ鉄道国吉駅へ送られまし
た。これは、共通するローカル鉄道の
活性化を目的にいすみ市と本町の地
域おこし協力隊が共同で企画をしまし
た。また、布勢地区有志の中には、
出雲大社北島國造館の大しめ縄づく
りに携わった経験のある方もおられ、
様々なご縁により、この企画が実現し
ました。

　毎年恒例の仁多乃炎太鼓による年越し太
鼓演奏会が、大晦日から元日にかけて、奥出
雲町サイクリングターミナル前で行われました。
年越しの瞬間には、全員でカウントダウンを
行い、夜空に響く、力強く勇壮な太鼓の響き
を聴きながら、新しい年を賑やかに迎えました。

布勢地区有志製作の大しめ縄が千葉県へ！！

仁多乃炎太鼓
「年越し太鼓演奏会」




